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岨囁運動は各岨囁筋の共同作業により行われているが、それぞれの阻囁筋
が顎機能にどのように関与しているかは必ずしも明らかではない。われわれ
は、骨系統疾患である鎖骨頭蓋異形成症患者の岨囁筋機能の解析を行い、こ
の疾患では頬骨弓の連続性欠如のため嘆筋の発達が悪く十分な機能を発拝
することができないこと、その代償作用として他の岨囁筋に正常とは異なる
筋電図パターンが観察されることを明らかにしてきた。
そこでこの知見にヒントを得て、実験的にウサギ攻筋に筋弛緩剤（A型ボ
ツリヌス毒素）を投与し筋機能を局所的に低下させ、実験的に岨囁筋活動を
混乱させる動物実験系を作成することを企図した。すなわち岨囁筋の一部の
機能を低下させることによって、代償性・協調性に生じる他の狙囁筋の変化
を解析し、ひとつひとつの筋の岨囁運動に対する作用を明らかにすることを
目的とし、本研究では、ウサギ攻筋にA型ボツリヌス毒素を投与し、攻筋の
抑制程度について分析した。
その結果、片側攻筋にA型ボツリヌス毒素を10単位投与4週後の投与側
嘆筋の大きさは、対照側の約80％に低下しており、A型ボツリヌス毒素によ
る筋機能抑制に伴う形態変化が示された。
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研究成果
まとめ
1．日的
岨囁運動は各岨囁筋の共同作業により行われているが、それぞれの岨囁筋が
顎機能にどのように関与しているかは必ずしも明らかではない。そこで、これ
までの骨系統疾患である鎖骨頭蓋具形成症患者の岨囁筋機能の解析にヒント
を得て、本研究では実験的にウサギ喫筋に筋弛緩剤を投与し筋機能を局所的に
低下させ、代償性に生じる岨囁筋の機能変化を解析することを目的とした。す
なわち筋機能低下部位と代償性機能克進部位との関連を明らかにし、岨囁運動
に対するひとつひとつの筋の作用を詳細に解明することを企画した。
2．材料、方法
日本ウサギ（雌、体重2－2．5Kg）を用いて全身麻酔下で、嘆筋残部にA型ボツ
リヌス毒素を局所投与した。A型ボツリヌス毒素は、神経筋接合部での神経細
胞終末からのアセチルコリン放出を選択的に阻害し、局所的に長期間筋弛緩作
用をあらわす薬剤である。
3．結果
片側嘆筋へA型ボツリヌス毒素を10単位投与し4週後に攻筋の形態を左右
比較したところ、投与側唆筋の大きさは対照側の約80％に低下しており、A
型ボツリヌス毒素による筋機能抑制に伴う形態変化が示された。
4．まとめ
各岨囁筋の顎運動への作用を明らかにするため、A型ボツリヌス毒素を唆筋
に投与し局所的な筋機能抑制状態を示すモデル動物を作成した。攻筋機能抑制
が効果的に得られる投与量と時期、筋抑制の程度について明らかにした。攻筋
機能抑制モデル動物を応用することで顎関節症の病態解析が実験的に可能に
なり、意義は大きい。
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